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パブリシティ 
一般社団法人チカク 2009 年～2020 年 

 

設立以来、たくさんのメディアに取り上げていただきました。 

拙い話を聞き、上手にまとめてくださったみなさまに感謝申し上げます。 

 

 

３ページ以降にあげているのは新聞など紙媒体に掲載されたものです。 

 チカクのこと 

社   名： 一般社団法人チカク 

設立年月日： 2008 年 12 月 26 日 

所 在 地： 倉敷市茶屋町 269-1 植野ビル２階 〒710-1101（ちゃやっこひろば・チカク） 

電話番号 ： 080-2900－8110（代表） 070-5050-7730（ひろば） 

Ｅ-mail  ： ekinotikaku@gmail.com 

代表理事 ： 赤木美子 （090-2295-3420） 

業務内容 ： 子育て支援、地域活性化のための企画提案・実施運営・情報発信事業 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

一般社団法人チカク 

■ HP｜http://www.ekinotikaku.com/ 

■ Facebook｜https://www.facebook.com/tikaku.jp 

■ Blog｜ilovit.seesaa.net 

ようちえんごっこ プチぱれっと    

■ http://tikaku.sakura.ne.jp/palette/74 

ちゃやっこひろば・チカク 

■ https://www.facebook.com/Chayakko.tikaku 

■ちゃやっこひろば通信 http://goo.gl/Cw76K 

■ママぱれっと 

http://www.mamapalette.kokage.cc/aboutus/ 

 

子ども防災ネットワークおかやま 

■ https://www.facebook.com/kodomobousainet 

■ http://www.kodomobousai.net/ 

まちづくりびと＠倉敷 

■ http://cllabo-2012.seesaa.net/ 

■ https://www.facebook.com/kurashikimachi 

こうきみんな食堂 

■ https://www.facebook.com/koukiminnashokudo/ 

■ http://minnashokudo.seesaa.net/ 
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 一般社団法人チカク 設立（山陽新聞 2009 年 2 月 9 日）  

チボリ文化引き継ぐぞ 元従業員・赤木さん 倉敷に「受け皿会社」設立 子ども向け催しや教室 
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 倉敷ケーブルテレビ 新春特別番組 収録（2009 年 12 月 8 日） 

テーマ「市民と築く魅力」 
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 チボリ人気ミュージカル「ハンスの冒険」復活（山陽新聞 2010 年 3 月 30 日） 

元社員ら実行委 キャスト踏襲 5月、川崎で公演 

 

 

 

 参考資料｜チボリのエンターテイメント（2000 年 7 月 9 日 
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 ミュージカル「ハンスの冒険」復活公演 岡山・倉敷公演 

岡山と倉敷の2会場８公演約2000人を集めた。会場での募金から、日本財団 ROADプロジェクト 

「東日本大震災支援基金」に112,822円、残り100,000円を、日本赤十字に寄付した。 
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 子ども防災ネットワークおかやま キックオフ・セミナー（2011 年 12 月 2 日） 

早くから防災意識を 子ども向けプログラム開発、普及 倉敷・チカクなど 岡山で明日セミナー 

卵の殻踏み「がれき」体験 シーツで包帯作り 
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 チボリ遺産・「チカク」と「チボリ・ガード」（毎日新聞 2012 年 7 月 18 日） 

ポスト･チボリ考 開園から15年 文化や公益性 引き継がれた「遺産」 
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 ようちえんごっこプチぱれっと（山陽新聞 2014 年 1 月 30 日） 

チカクが倉敷、岡山で保育サービス 子育て負担軽、共育効果の両立 4月茶屋町に新教室 

 

 

 チカクの地域支援事業「アラフォーママの子育て広場」（山陽新聞 2012 年 7 月 12 日） 

チカクが倉敷で来月から開催 アラフォーママ「子育て広場」友達作りに利用して 
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 ちゃやっこひろば・チカク（山陽新聞 2012 年 10 月 30 日） 

倉敷・茶屋町 民家活用、子育てスペース誕生 自宅感覚気軽に交流 

 

 気軽に利用できる親子の居場所「ちゃやっこひろば･チカク」（リビング新聞 2014 年 4 月 26

日） 
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 チカクで働く人たち（朝日新聞 2015 年 5 月 6 日） 

元スタッフの女性らが社団法人 チボリの経験 子らのために 
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 倉敷まちづくりびと展でハンスの冒険 復活（山陽新聞 2015 年 8 月 23 日） 
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 戦後 70 年岡山のあゆみ｜平成編③ 1997 年（朝日新聞 2015 年 11 月 27 日） 

倉敷チボリ公園オープン 赤字膨らみ11年で幕 
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 高梁川流域学校 あちのもり分校 冬の教室（山陽新聞 2016 年 2 月 2 日） 

高梁川流域学校 鶴形山一帯（倉敷）で教室 親子連れら自然満喫 

 

                      

 

一般社団法人チカクは、2015 年 6 月の高梁川流域学校の設立に参加し、七市三町にま

たがる高梁川流域学校の「初等部」の事業の企画運営に携わっています。2016 年 1 月に

行った、高梁川流域学校 初等部は概ね 10 歳ぐらいまでのこどもを対象に、地域の暮らし

が息づく自然の中で、こどもたちが五感を使って感じ、その感動・感性を多くの人と分か

ち合うことができるようなプログラムを提供したいと考えています。 
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 地域支援事業｜茶屋町社会福祉協議会と交流イベント（山陽新聞 2016 年 6 月 7 日） 

倉敷・茶屋町地区社協 初の交流イベント 地域の輪で子育てを 近隣支援団体紹介や語り合える仲間づくり 

 

一般社団法人チカクは、2016 年 4 月の茶屋町社会福祉協議会の設立と同時に子育て支

援部会の一員となり、年三回の子育て支援部会のイベントの企画立案および広報宣伝活動

を行い、地域子育て支援拠点として「地域支援」を積極的に行っています。 

「茶屋町ウエルカムパーティー」は毎年 5-6 月、ひろばや親子クラブに参加できない、

あるいは存在を知らない、小さな子供のいる親子が参加しやすいように、また、地域の子

育て支援団体が一堂に会する場として、企画しました。９月には磯﨑眠亀記念館で行われ

る三世代交流型の「ちびっこミンキ祭」、12 月に「茶屋町ふれあいクリスマス」を実施し

ています。 
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 パパ＆ママの子育て応援隊（ドンブラっこ 2016 年夏号） 

子育てに悩むママを応援する「チカク」ってどんな団体？ 
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 倉敷まちづくりびと展（山陽新聞 2016 年 8 月 24 日） 

チボリの人気ミュージカル 「ハンスの冒険」復活上演 10月15日～17日 「子どもに笑顔を」 

 

アンデルセン・ミュージカル「ハンスの冒険は」倉敷チボリ公園を訪れるこどもたちの

ために、脚本・音楽・衣装・キャラクター設定も含め、すべて、オリジナルで制作された、

いわば、「日本発倉敷ブランド」のライブ・エンターテイメントです。 

2016 年、オーディションから生まれたチームを私たちは「ハンス・ドラマティック・

ソサエティ」と名付けました。息遣いの聞こえるワクワクするエンターテイメントを、気

軽に、もっと身近に楽しめるように…。地域のなかで、三世代が一緒に笑って楽しめる場

所として、可愛がっていただけるように…。そんな願いを込めました。 

夢はきっと叶うよ…。一般社団法人チカクはハンスのメッセージを伝えるために、これ

からも大切に活動を続けていきます。 
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 高梁川流域地域づくり連携推進事業  山陽新聞 倉敷都市圏版 2016 年 11 月 11 日 

講演「こどもに伝える防災教育」要旨 危機管理教育研究所代表 国崎信江さん 

 

平成 28 年度 高梁川流域地域づくり連携推進事業「幼児に対する防災体験プログラム

の普及と保育者・支援者向け防災講演会（こどもの防災を考えるちゃやっこ･こっこプロジ

ェクト）」の一環として行われた、一般向け講演会。 

一般社団法人チカク(倉敷)が行う幼児向け防災体験プログラムは、2011 年に全労済と

県内の NPO が立ち上げた「子ども防災ネットワークおかやま」の中心プログラムであり、

この記事でお話しいただいた、危機管理アドバイザーの国崎信江さんの監修を受けており、

2017 年 1 月現在で 60 か所 2600 人以上のこどもたちが体験しているプログラムです。 

災害が来たらこうしましょう、という話ではなく、いつもと違う状況になった時に、自

分で考え、自ら動くことのできるように、思いやりを持って自分の命も他社の命も大切に

できるように…と考えられています。 
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 時事通信社 内外情勢調査会（2017 年 2 月 17 日） 

人口減少、いかに立ち向かうか＝内外情勢調査会 パネリストとして代表の赤木が参加 
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 ハンスの冒険 ラインスタンプ（2017 年 8 月） 

今年は倉敷チボリ公園開園から20年「ハンスの冒険」ラインスタンプ 元スタッフら制作 

 

 

 

 

 

 

 

 



22 |  

 エフエムおかやま Hare Press vol.17｜２018 年春 

2018/3/8(金)に放送された番組をもとに機関誌で紹介されたもの 

 

 

 

エフエムおかやまで、防災についてお話。このご縁で、2019 年 4 月から毎月第 2 木曜

日 9 時過ぎから「コドモノコト談話室」に出演することになりました。 
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 ママぱれっと 岡山、早島で乳幼児保護者のサロン｜２018/8/18(土) 

平成30年度独立行政法人福祉医療機構社会福祉振興助成 モデル事業として 
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 チカク 活動 10 年 チボリの精神継承―親子居場所づくり支援｜２019/5/16 

活動開始から10年を迎えた一般社団法人チカクのこと 

 
 

活動開始から 10 年を迎えた一般社団法人チカクのことを、倉敷市茶屋町地区の紹介の

紙面(左下)で、取り上げていただいたもの。地域の一員として認めていただいたような気

がして、とても嬉しかった記事です。 

  



25 |  

 会社案内 2014｜ 蛇腹９つ折りパンフレット（仕上がりサイズ、Ａ４三分の一サイズ） 

 

   


